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地域の若者支援カフェから、生きづらさを感じている人への集いの場への変遷
1．はじめに
筆者が東京都北区に保健師としての在職中、1998
年から2000年にかけて保健所において結核感染症
対 策 を 担 当 し て い た 時 期 に、HIV（「human 
immunodeficiency virus」の略、「ヒト免疫不全ウ
イルス」のことをいう）感染や性感染症予防につい
て高校に出向き健康教育を行う業務があった。当時
は高校生にHIV感染や性感染症について理解して
もらうために、保健所を会場に高校生のピア・グ
ループを結成して、保健師たちとともに学び文化祭
や中学校での健康教育に出向くなどの活動を行って
いた。
現在、上記の活動を行っていた時から20年近く
が経つが、我が国のHIV感染者数は横ばい状況で
あり、2016年の新規HIV感染者数は1011人、その
感染経路の89.5％は性的接触うち同性間性的接触は
72.7％、異性間性的接触は16.8％となっている1）。
筆者自身がその未だ減少にすら向かわない性感染
症を課題として持ち続け、新たな方法で若者支援を
試みたことが今回の活動の発端であり、地域の専門
職のネットワークを広げ、その中で試行錯誤しなが
らたどり着いたのが、若者を対象とした集いの場の
立ち上げであった。
今回は、『若者の性と生を語る「GreenHeart」』
活動の「おしゃべりかふぇ」という集いの場につい
て、その対象や役割が地域のニーズに対応しながら
変化を遂げた過程を整理したものを報告する。
2．活動の変遷と活動内容の変化
まず、本活動の変遷について、４つの段階に整理
した（表１）。
1）第１段階：始動期「男女共同参画推進センター
講座から自主グループ化へ」
時期は、2011年度～2012年度である。
この時期の活動は、北区男女共同参画週間での区
主催の講座から自主グループとして勉強会を立ち上
げたことに端を発するものであった。目的は、地域
の子どもたちの問題を地域で考えていくため、高校
生・大学生・若い年代層に対して、性について向き
合い、正しい知識を身につけ、自己選択ができるよ
うに啓発活動を行い、デートDV（ドメスティッ
ク・バイオレンスのことであり、ここでは交際相手
暴力のことをいう）や児童虐待の予防に寄与するこ
とであり、若者の性と生について考える学習を月１
回継続して行った。学習会には、主に看護系大学生
が６名程度参加していたが、毎回の会合では、会の
名称、高校生、大学生の性に関する統計やインター
ネット・コミックなどの情報等を話題提供し、熱心
な話し合いを続けていた。また、平行して、年２回
の講座の企画・運営や「世界性の健康デー」、さら
には、区が主催するイベントに、大学生とともに参
加するなどが活動の中心であった。会の名称は、
「若者の性と生を北区から考える会GreenHeart（以
後GreenHeartと呼ぶ）」に決まった。
また、グループとしての士気を高めるために、ロ
ゴの作成やTシャツ、バンダナなどのグッズを作成
し、一体感を持つようにした。
中でも、グループとして企画した講座は、思春期
や若者の性の相談を受けている医師を講師として開
催したところ、毎回50名程度の参加があるなど盛
況であり、スタッフ一同会の活動に自信を深めたも
のであった。しかしながら、対象として見込んでい
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た若者や大学生よりは、若者を取り巻く保護者、児
童館職員、養護教諭などが多くみられたことから、
対象として想定した年代への周知方法等が課題と
なった。
2）第２段階：発展期「地域づくり応援団事業とし
て若者の集いの場の立ち上げへ」
時期は、2013年度である。
この時期の活動は、地域振興課が地域との協働の
推進に向けて実施している地域団体による自主事業
を支援する「地域づくり応援団事業」に採択され、
その事業を中心に取り組んだ時期である。講座の企
画や高校生、大学生の若者と自主グループのボラン
ティアが集い性と生について語らえる「おしゃべり
かふぇ」を事業として設定し、活動の推進を図った
ところであるが、定例化のために、継続して開催す
ることが可能となる会場の固定化を検討するととも
に、講座のテーマには、大学生にとって現在興味の
あること、集客しやすいことなど工夫を凝らした。
例えば、ハンドケアやお化粧の方法などとし、併せ
て、パンケーキやフレンチトースト、おしるこなど
軽食の提供を行うことで集客への期待を膨らませる
こととした。
また、イラストレーターとの夏休みコラボレー
ション企画として、エイズ予防啓発のイラストを作
成する講座を行い、作成したイラストをポケット
ティッシュに入れ込み配布するとともに、学生が手
に取りやすいように小さいサイズのリーフレットや
カードを作成した（図１）。しかしながら、大学生
を参加者として獲得することは難しく、関係者の参
加が中心となってしまった。この１年間の試みを通
じて、商店街等の地域には認知され始めたが、より
学生等へ呼びかけるためには、ツールとして、ブロ
グを継続してアップし、併せて、タイムリーな情報
配信を実施してみることなどが課題として認識でき
た。
その上、対象となる大学生等は、ゆっくりと安心
な大人と語りたい、あるいは専門職と語りたい、さ
らには同年齢同士で話したい等のニーズがあること
から、一発イベント的に開催するのではなく、継続
して使用できる場を固定化して定例的に開催するこ
ととし、若者の性や性感染症に関する相談、また、
緩やかな見守りの場を継続していくことも必要であ
るということが理解できた。時には、保健師や助産
師への就職に向けた進路への助言などもあったが、
保健師や助産師から専門的かつ具体的な話を聞くこ
表１　活動の経過
段階 第１段階始動期 第２段階発展期 第３段階転換期 第４段階定着期
運営ボラン
ティアの職種
医師・助産師・保健師・
民生委員・傾聴講師・幼
稚園教諭・社会事業活動
家・看護系大学生
医師・助産師・保健師・
民生委員・保護司・傾聴
講師・幼稚園教諭・社会
事業活動家・看護系大学
生
医師・助産師・保健師・
民生委員・傾聴講師・幼
稚園教諭・大学生
助産師・保健師・民生委
員・傾聴講師・幼稚園教
諭・保護司・看護系大学
生
主な連携部署 男女共同参画
推進センター
地域振興課 社会福祉協議会
活動資金 地域ささえあい活動団体
助成・パートナーシップ
事業
地域づくり応援団事業採
択・助成
地域ささえあい活動団体助成、
パートナーシップ事業
年度 2011～2012 2013 2014～2015 2016～
主な開催
場所
男女共同参画推進セン
ター
商店街事務所会議室
男女共同参画推進セン
ター
商店街事務所会議室
開催回数 月１～２回 月２～３回 月１回 月１回
参加者数 ８～10人 20～30人 14～21人 20～26人
参加者 大学生・市民 高校生・大学生・市民 中学生・高校生・スクー
ルソーシャルワーカー・
市民
幼児と保護者・小中高大
学生・スクールソーシャ
ルワーカー・市民
会　費 100円 100円 100円 子ども100円
大人200円
主な活動
内　容
学習会講座企画・運営イ
ベント参加・PR活動
学習会講座企画・運営お
しゃべりかふぇの立ち上
げ
講座企画・運営おしゃべ
りかふぇの定例化・個別
相談
おしゃべりかふぇの運
営・個別相談
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とのできる場としても学生には魅力的であったよう
である。
3）第３段階：転換期「集いの場の定例化と新たな
ニーズへの対応へ」
時期は、2014年度～2015年度である。
この時期は、集いの場の定例化を図る中で、不登
校など課題のある小・中学生や母子や思春期の子ど
もがいる母親も「おしゃべりかふぇ」に集うように
なり、地域の集いの場として機能するように広がり
を見せてきた側面も明らかになった。看護系の学生
に加え、若者の性に関する活動を行っている栄養学
部の学生との出会いがあり、参加してくれるように
なった。学生とは、若者に正しく性について知って
もらうための周知のあり方について話し合う機会を
設けるなど、自身にとっても勉強の場になるように
努めることとした。
また、この頃より小・中学生が数名参加するよう
になったが、その契機は、スクールソーシャルワー
カーからの居場所機能として提供してほしいとの相
談があり、それに応じて門戸を広げることとしたも
のである。
さらには、夕方に行き場のない漠然と不安を抱え
る母親の育児支援としての機能を持つようになり、
「まちの保健室」の側面も兼ねることとなった。口
コミにより区民が立ち寄れる安全な場として、月１
回の「おしゃべりかふぇ」を展開することとなっ
た。毎回15名前後が参加し、子育ての心配や不安、
子どもの成長をともに確認するなどの交流も盛んと
なった。
時期を同じく世の中では、子どもの貧困がクロー
ズアップされるようになり、他の地域では、「子ど
も食堂」が注目され始めたが、この若者の性と生の
悩みを相談できる場が「おしゃべりかふぇ」の位置
づけということについて、そのまま継続していくこ
とをボランティア間で改めて確認した。
なお、この時期の会場は、社会福祉協議会の助成
金を活用して確保していた。
4）第４段階：定着期「集いの場における多世代交
流へ」
時期は、2016年度以降である。
この時期には、「おしゃべりかふぇ」活動が、地
域の集いの場として定着してくるようになった。
この頃になると、時々ではあるが、教育分野や福
祉分野の関係機関からの見学やゲスト参加を受ける
こともあった。若者の性の個別相談はないが、関連
図書やリーフレットなどを手に取れるように工夫
し、自然な形で話題提供できる雰囲気づくりを行っ
た。
そして、スクールソーシャルワーカーの紹介で、
小・中学生が５～６名参加するようになった。ここ
でカレーライスやスパゲティなどの軽食を食べ、宿
題をし、また、大学生や専門職との会話を楽しみ、
生活や学校生活での困りごとを相談するなど、これ
までの活動よりも「子ども食堂」へ近づくものと
なった。区内の各地域では「子ども食堂」設立の動
きもあり、行政や社会福祉協議会から「子ども食
堂」ネットワークへの参加の誘いもあった。「子ど
も食堂」に関しては、助成金の一部を食材費として
活用できる仕組みがあり、資金面では魅力的な誘い
ではあったが、ボランティア間で共通認識を得るた
めに話し合いを行い、「おしゃべりかふぇ」の参加
者の状況からは、子どものみに限定する必要もな
く、本活動の本来の目的を踏まえつつも、新しい対
象者も取り入れていくこととし、結果として引き続
きそのままの形で活動することを再確認した。会場
費は引き続き社会福祉協議会の助成金を活用し、そ
の上、参加費負担のある「子ども食堂」との均衡を
踏まえ、大人に関しては１回参加費200円の参加費
を徴収することとした。
また、親子での参加が毎回３組程度あった。友達
同士ということもあったが、そのグループだけで固
まらずに、年齢の違う子どもや学生と会話するな
図１　GreenHeartのミニサイズのリーフレットとカード
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ど、交流している姿がよく見受けられるようになっ
た。さらには、勤務帰りに父親も参加するように
なった。この「おしゃべりかふぇ」自体が一つの家
族モデルのように捉えることもでき、中・高校生に
対して、信頼できる大人像を知りえる機会となって
いた。男性参加者には、できる限り男子生徒への対
応をお願いすることとした。以前は会場を走り回
る、机の上にのり他の参加者の邪魔をする、自分の
思い通りにならないと大声を出すなどの行動が見ら
れた男子生徒は、男性参加者と対話することで、そ
のような行動が少なくなるなどの変化があり、成長
の一端が見られるようになった。
さらには、参加者自身が当日の後片付けに参加す
るなどの変化も出てきた。ただここを居場所として
の場とするのではなく、自分のできる役割を果たす
ようになってきた。何かしらの生きづらさや不安を
感じている人が、参加者伝いに緩い人間関係を求め
て参加していることではないかとボランティア間で
は共通認識を持った。
そこで、当然のことながら、最初の目的である若
者の性と生の相談ができる場所としての役割は持ち
つつも、「子ども食堂」に限定せずに、子ども、若
者、大人の全ての世代が交流できる場に広げること
として、現在も活動を続けているところである。
3．今後に向けて
地域の若者の性と生を語る場の立ち上げを行い、
支援する中で地域の新たなニーズを把握しそれに対
応すること同時に、その対象や役割が地域のニーズ
に対応しながら変化を遂げてきた。
多くの参加者は固定化傾向にあるが、１ケ月ごと
に生活や個人の事情に変化を、緩いつながりの人間
関係のある集いの場で語らい、お互いに受け止め
あっていることも事実である。この集いの場がどの
ようなところなのかは説明しがたいところではある
が、常に定例的に固定化された場で開催することに
より、常連の参加者が顔見知りのボランティアに心
を開き、会話を楽しむなど、安心できる居場所とな
るのである。
一度は、集いの場としての方向性を見直さなけれ
ばならない状況が生じたが、ボランティア間で協議
を重ねることで課題を解決し、継続することで地域
の社会資源として認知され、活用されるようになっ
た。　
折しも、2017年２月に厚生労働省「我が事・丸
ごと」地域共生社会実現本部において、『「地域共生
社会」の実現に向けて（当面の改革工程）』の決定
があった。この「おしゃべりかふぇ」活動は、多様
な主体が我が事として、丸ごとつなげていこうとい
う、地域における共生社会実現のための自主的活動
に当たるものであり、まさに、厚生労働省が示す方
向性と軌を一にするものである。
ボランティア一同、このことを活動にあたっての
一層の励みとしつつも活動開始時における趣旨を忘
れることなく、今後は、多岐にわたる関係機関と
ネットワークを広げながら、地域の課題や解決に向
けたニーズを把握し、ボランティアを含めた地域住
民は主体的に「我が事」として住民の主体的な支え
合いを育み、暮らしに安心感と生きがいを生み出す
ことを方向性としている地域共生社会の実現に向け
て2）活動を発展させていく考えである。
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